
































































書名 編集 発行 刊行年月
青森県女性史─あゆみとく
らし
青森県女性史編さん委員会 青森県 1999年 月
岩手の婦人─激動の五十年 岩手県企画調整部青少年婦人課 1981年 月









福島県女性史 福島県女性史編纂委員会 福島県 1998年 月
いばらき女性の歩み いばらき女性史編さん事業委員会 茨城県 1995年 月


















石川の女性史　戦後編 同編纂委員会 同上 2000年 月





















くまもとの女性史　資料編 同上 同上 2000年 月
戦後五〇年　おきなわ女性
のあゆみ












































































静岡県史 通史編 （近現代） 1996年
通史編 （近現代 ） 1997年
─ 222 ─
桜花学園大学保育学部研究紀要　第23号　2021
愛知県史 通史編 （近代 ) 2017年
通史編 （近代 ） 2017年
通史編 （近代 ) 2019年
通史編 （現代） 2020年




















宮崎県史 通史編近現代 ・ 2005年
鹿児島県史 第 巻上下 2006年




















































の 巻を刊行。平成30（2018）年 月に通史編 巻を刊行し、全36巻が完成しました。
　　内訳は、資料編考古 巻、古代 巻、中世 巻、近世 巻、近現代 巻、民俗編 巻、文
化財編 巻、自然編 巻、別編 巻、通史編 巻となっており、他に県史叢書14冊も刊
行しました。青森県史の編さんはかつて大正15＝昭和元（1926）年に一度行われており、
今回の編さんが始まったのはちょうど70年ぶりのことです。





























会式1921年 月 日（640頁）」「女性教員の産休1925年 月 日（641頁）」「児童の子守
登校中止1921年 月 日（644頁）」「家庭教育上留意すべき事項1921年 月16日・ 月
13日（652頁）」「黒石処女会補助請願書1920年 月（654頁）」「さまざまな処女会1926年
月29日（659頁）」「郡処女会製作品展覧会の開催1926年12月14日（660頁）」「八戸婦人












がある。節の中は「《 》統制下での衣食住」「《 》産育奨励」「《 》諸婦人会の活動」「《 》
活躍する女性たち」「《 》女性の生き方をめぐって」となっている。《 》には「国防婦人会
の発会1936年 月 日（788頁）」が掲載され、《 》には「娼妓解放への努力1927年 月 日
（790頁）」「軍人遺家族婦女授職施設要項1938年 月28日（791頁）」「農漁村託児所保母講習





























































































































































































































































































章行政、第 章財政、第 章政治・選挙、第 章司法・治安、第 章消防・防災、第 章地域















































































































⑻ 「新刊紹介『沖縄県史　各論編第 巻　女性史』」『総合女性史研究』第34号（2017年 月）
79・80頁。
⑼ 『青森県史　資料編近現代 』390頁。
⑽ 伊藤康子氏は、2011年愛知県史編さん委員会近代史社会文化部会長を務め、翌年 月『愛知
県史資料編35文化近代12』の出版を担い、2017年には愛知県史編さん委員会近代史第 部会
長を務め、『愛知県史　通史編 近代 』を出版した（『伊藤康子の女性史世界』2019年、28
頁より）。また、伊藤氏は『戦後日本女性史』（大月書店、1974年）、『女性史入門』（ドメス出版、
1992年）、『闘う女性の二〇世紀』（吉川弘文館、1998年）、『草の根の女性解放運動史』（吉川
弘文館、2005年）、『市川房枝　女性の一票で政治を変える』（ドメス出版、2019年）など女性
史関係の著書を執筆している。なお、筆者は、愛知県から『愛知県史通史編 近代 』・『愛知
県史通史編 近代 』を寄贈していただいた。
⑾ 『千葉県史　通史編近現代 』787・788頁。この巻では、母親運動について535～538頁があて
られ、女性労働および農村の暮らしと青年・女性について787～801頁があてられている。
⑿ 『鹿児島県史　通史編第 巻下』254・255頁。
（受理日　2021年 月 日）
